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1. 建設DX

■建設DXとi-Construction 2.0

※「i-Construction 2.0 ～建設現場のオートメーション化～（令和６年４月）国土交通省」より抜粋



1. 建設DX

■i-Construction 2.0 建設現場のオートメーション化（目指す目標）

※「i-Construction 2.0 ～建設現場のオートメーション化～（令和６年４月）国土交通省」より抜粋



1. 建設DX

■建設現場を取り巻く背景・課題（生産年齢人口の減少・災害の激甚化・頻発化）

※「i-Construction 2.0 ～建設現場のオートメーション化～（令和６年４月）国土交通省」より抜粋



1. 建設DX

〇ICT建機導入後の声

・オペレーター（OP）の経験や技術に左右されない。

経験が浅いOPでも、精度の高い施工が可能。

イメージしながら操作できるからか、新米OPの上達が速い。

・丁張作業が不要。

特に急勾配法面の丁張が不要なため安全。

・補助作業員を削減できる。

重機の近くに作業員がいないので安全。

・作業効率もよく、安全性も向上した。

ICT技術を体験していただくために、

ICT初級講習を開催します。

R７年度の案内はこちら →→→

※申込締切 ５月２３日（金）



２. 公共事業労務費調査

R6年度版



２. 公共事業労務費調査

（参考）R6年度の調査日程



２. 公共事業労務費調査



２. 公共事業労務費調査



２. 公共事業労務費調査



３. 県産指定資材の取扱

〇 現状

【佐賀県のローカル発注】

・納入業者は県内本店を有する者から選定するよう努める（契約約款、共通仕様書）

・県内で産出生産・製造した資材の積極的使用に努める（共通仕様書）

・納入業者と工場のどちらも県外の場合は不実施理由書を提出する（共通仕様書）

〇見直し

【県内工場への優先調達】

・県内で複数社が製造するなど競争性が確保されており、県内の需要に対し供給能力がある資材については

本店及び工場が県内にあるものを優先的に選定したい。

※県産指定資材

生コンクリート、コンクリート二次製品、砕石類、アスファルト混合物

【県内本店県外工場の取扱の見直し】

・請負者が、県産指定資材を使用する場合、県内本店であっても県外工場の資材であれば、

「県内優先不実施の理由書」を提出

〇 適用の時期

令和７年７月末予定



〇 とび・土工・コンクリート工事のうち橋梁補修工事について、 〇 適用の時期 令和７年７月末予定

 総合評価落札方式の適用を発注金額2,500万円以上に拡大。

４. 総合評価拡大（橋梁補修）

＜評価項目＞
【企業の施工能力】

評価点 評価点

公共工事施工実績５件以上 2.0点 －

公共工事施工実績３～４件 1.0点 －

上記以外 0.0点 －

配点 〔2.0点〕 －

80点以上 3.0点 1.0点

1点加算ごとに○.○点
1点毎に

+0.3点

1点毎に

+0.1点

71点 0.3点 0.1点

70点以下 0.0点 0.0点

配点 〔3.0点〕 〔1.0点〕

佐賀県内に本店が有る 2.0点 1.0点

佐賀県内に支店又は営業所が有 1.0点 0.5点

上記以外 0.0点 0.0点

配点 〔2.0点〕 〔1.0点〕

優良施工業者表彰、優良工事表

彰、安全施工業者表彰
1.0点 －

上記以外 0.0点 －

配点 〔1.0点〕 －

０件 － 0.0点

１件 － －0.2点　

２件 － －0.4点　

３件 － －0.6点　

４件以上 － －0.8点　

配点 － 〔0.0点〕

〔8.0点〕 〔2.0点〕

橋梁補修工事

配点計

手持ち工事

佐賀県発注工事の

当該年度受注件数

優良施工工事

（同一工種）

過去2年の佐賀県又は九州内

の国の機関からの表彰経験

工事拠点の状況

（県内本店有、県内支店営業所

有）

地域貢献度

防災協定に基づく活動実績 防災協定に基づく活動実績 － －

工事成績

（同一工種）

佐賀県及び九地整発注工事

の成績評定の平均点

（Co橋：佐賀県発注）

（鋼橋：佐賀県＋九地整）

工事実績

（同種工事）
過去15年の施工実績件数

現在の特別簡易型

（60百万円以上）

自己採点型

(25百万円以上)
評価項目 評価内容 評価基準

【配置予定技術者の施工能力】

評価点 評価点

公共工事施工経験３件以上 2.0点 －

公共工事施工経験２件 1.0点 －

上記以外 0.0点 －

配点 〔2.0点〕 －

施工経験件数２件以上 2.0点 1.0点

施工経験件数１件 1.0点 0.5点

上記以外 0.0点 0.0点

配点 〔2.0点〕 〔1.0点〕

１級土木施工管理技士、１級建設

機械施工管理技士、技術士の資

格有

1.0点 0.5点

上記以外 0.0点 0.0点

コンクリート診断士の資格有

（※鋼橋は土木鋼構造診断士）
1.0点 0.5点

上記以外 0.0点 0.0点

　　　　　　　　　　　　　配点 〔2.0点〕 〔1.0点〕

所定の期間内に継続教育の単位

を各団体推奨単位以上取得
1.0点 －

上記単位の半数以上推奨値未満 0.5点 －

上記以外 0.0点 －

配点 〔1.0点〕 －

〔7.0点〕 〔2.0点〕

〔15.0点〕 〔4.0点〕

配点計

配点合計

橋梁補修工事

継続教育の状況

（ＣＰＤ等）

配置予定技術者の継続教育

の取組状況

配置予定技術者の保有する

付加的な資格

配置予定技術者

の資格

配置予定技術者の保有する資格

近隣地域内工事

の施工経験

（同一工種）

過去5年の施工経験件数

Co橋：県内４地区（佐賀､東部､

唐津･伊万里､杵藤）

鋼橋：佐賀県内

施工経験

（同種工事）
過去15年の施工経験件数

評価項目 評価内容 評価基準
現在の特別簡易型

（60百万円以上）

自己採点型

(25百万円以上)



ご清聴ありがとうございました。
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